
鹿児島県からのお知らせ
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月
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土
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月
10
日（
水
）
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県政
トピックス

10月27日(月)

　
「
第
19
回
鹿
児
島
・
香
港
交
流
会
議
」
を
10
月

27
日
に
鹿
児
島
で
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
は
、

昭
和
55
年
に
鹿
児
島
で
開
催
し
て
以
来
、
2
年

ご
と
に
交
互
の
地
で
開
催
し
て
い
る
。

　
会
議
に
は
、
本
県
側
か
ら
伊
藤
知
事
な
ど
6

人
が
、
香
港
側
か
ら
は
香
港
特
別
行
政
区
政
府

駐
東
京
経
済
貿
易
代
表
部
ウ
ォ
ン
首
席
代
表
な

ど
5
人
が
出
席
し
た
。

　
経
済
、
観
光
、
文
化
、
青
少
年
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
わ
た
る
交
流
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
新
た
に
鹿
児
島－

香
港
線
の
安
定

的
運
航
確
保
の
た
め
の
観
光
交
流
な
ど
の
双
方

の
取
り
組
み
強
化
や

「
国
民
文
化
祭
・
か
ご

し
ま
2
0
1
5
」
へ
の

香
港
か
ら
の
参
加
へ
の

相
互
協
力
な
ど
に
つ
い

て
合
意
し
た
。

第19回鹿児島・香港交流会議

★は写真入りで紹介

10月16日(木)

　
県
で
は
、
鹿
児
島
県
特
産
品
協
会
、
鹿
児
島
市

と
の
共
催
で
県
内
最
大
の
特
産
品
コ
ン
ク
ー
ル

で
あ
る
「
2
0
1
4
か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン

ク
ー
ル
」を
開
催
し
た
。

　
今
年
は
、
1
5
6
社
か
ら
合
わ
せ
て
1
7
0
品

の
か
ご
し
ま
の
新
し
い
特
産
品
が
出
品
さ
れ
、
食

品
部
門
、
工
芸
・
生
活
用
品
部
門
合
わ
せ
て
22
品

の
優
れ
た
商
品
が
入
賞
し
た
。

　
審
査
の
他
、
招
待
バ
イ
ヤ
ー
の
内
覧
や
県
立
図

書
館
館
長
原
口
泉
氏
の
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
「
明
治
維

新
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
商
品
開
発
」
を
併
せ
て
開
催

し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
を
通

し
、
今
後
さ
ら
に
商
品

が
磨
き
上
げ
ら
れ
、
魅

力
あ
る
特
産
品
づ
く
り

が
進
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

2014かごしまの新特産品コンクール

★
介
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あ
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レ
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り
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＆
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く
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追
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議
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11月12日(水)～25日(火)

女性に対する暴力をなくす運動
　
11
月
12
日
〜
25
日
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
鹿
児
島
な
ど
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
、
鹿
児
島
中
央
駅
前
で
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布
を

行
い
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、人
権
侵
害
で
あ

り
、決
し
て
許
さ
れ
な
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
夜
に
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
運

動
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
に

ち
な
み
、
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿
児
島
「
観
覧
車
ア

ミ
ュ
ラ
ン
」や
甲
突
川
橋
梁（
高
見
橋
、
西
田
橋
）

が
紫
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　
期
間
中
は
、
パ
ネ
ル
展
や
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
ツ

リ
ー
の
設
置
、
女
性
の

た
め
の
法
律
相
談
、

デ
ー
ト
D
V
防
止
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
実
施
し
た
。

11月17日(月)

京都賞受賞者鹿児島講演会
　
科
学
・
文
明
の
発
展
な
ど
に
著
し
い
貢
献
を

し
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
国
際
的
な
賞
で
あ
る
「
京

都
賞
」
の
受
賞
者
を
鹿
児
島
に
招
き
、
講
演
会
を

開
催
し
た
。

　
今
回
は
、ロ
バ
ー
ト
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ラ
ン
ガ
ー

博
士（
先
端
技
術
部
門
）、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ィ
ッ

テ
ン
博
士
（
基
礎
科
学
部
門
）
お
よ
び
志
村
ふ
く

み
氏
（
思
想
・
芸
術
部
門
）
の
3
人
が
自
ら
の
仕

事
を
通
じ
て
築
き
上
げ
て
き
た
人
生
観
や
世
界

観
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
講
演
し
た
。

　
将
来
の
鹿
児
島
を
担
う
高
校
生
や
大
学
生
を

は
じ
め
、
経
済
団
体
の
関
係
者
や
多
く
の
方
々
、

約
1
8
0
0
人
が
参
加

し
、
国
際
感
覚
や
幅
広

い
視
野
を
養
う
機
会
と

な
り
、
文
化
的
・
学
術

的
意
識
の
高
揚
に
つ
な

が
っ
た
。

10月31日(金)

　
今
年
3
月
に
結
婚
し
、
7
月
に
は
子
宝
の
島
・

徳
之
島
を
新
婚
旅
行
で
訪
れ
た
、
か
ご
し
ま
P
R

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ぐ
り
ぶ
ー
＆
さ
く
ら
」。徳
之

島
の
ご
利
益
か
、
待
望
の
子
ど
も
が
誕
生
し
た
。

生
ま
れ
た
子
ど
も
は
な
ん
と
七
つ
子
で
、
こ
の

度
、
家
族
揃
っ
て
県
庁
内
で
記
者
会
見
を
行
っ

た
。

　
父
親
と
な
っ
た
ぐ
り
ぶ
ー
が
、
見
た
目
も
性
格

も
個
性
豊
か
な
七
つ
子
を
紹
介
し
、
家
族
全
員
で

ぐ
り
ぶ
ー
ダ
ン
ス
を
披
露
。子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
初
の
公
の
場
と
な
っ
た
が
、
途
中
で
泣
き
出

す
子
、
所
狭
し
と
駆
け
回
る
子
な
ど
ま
さ
に
個
性

は
さ
ま
ざ
ま
。今
後
は

全
国
で
も
珍
し
い
「
大

家
族
」
の
P
R
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
、
さ
ら

な
る
鹿
児
島
の
魅
力

発
信
が
期
待
さ
れ
る
。

ぐりぶー＆さくら　出産記者会見
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11月22日(土)

　
平
成
27
年
4
月
に
開
校
予
定
の
楠
隼
中
高
一

貫
教
育
校
「
寮
見
学
会
・
体
験
授
業
」
を
11
月
22

日
に
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
ら
約
5
7
0
人
が
参
加
し
た
。

　
寮
の
施
設
見
学
で
は
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
寮

に
児
童
、生
徒
の
声
が
響
い
た
。

　
ま
た
、
楠
隼
中
高
一
貫
教
育
校
の
特
色
の
一
つ

で
あ
る「
シ
リ
ー
ズ
宇
宙
学
」な
ど
の
体
験
授
業
も

行
わ
れ
、
参
加
者
は
J
A
X
A
か
ら
招
か
れ
た
講

師
や
楠
隼
中
高
一
貫
教
育
校
の
教
諭
の
話
に
聞
き

入
り
、
体
験
授
業
終
了
後
も
講
師
を
囲
ん
で
熱
心

に
質
問
し
て
い
た
。

  

ま
た
、
11
月
24
日
に

は
地
域
住
民
の
方
々
を

対
象
と
し
た
寮
見
学
会

も
実
施
さ
れ
、
3
0
0

人
を
超
え
る
参
加
者
が

来
校
し
、
地
域
の
期
待

が
う
か
が
え
た
。

楠隼中高一貫教育校　寮見学会・体験授業

　
県
で
は
、
県
民
の
福
祉
に
貢
献
し
、
特
に
顕
著

な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
個
人
や
団
体
を
「
県
民
表

彰
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
る
。

　
本
年
度
は
4
人
1
団
体
の
方
々
を
表
彰
し
た
。

《
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
門
》

　
松
清
　
秀
仙
　
さ
ん

【
元 

鹿
児
島
県
書
道
会
会
長
、書
家
】

　
長
年
に
わ
た
り
書
家
、県
書
道
会
会
長
と
し
て
、書

道
の
普
及・発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、鹿
児
島

大
学
教
授
と
し
て
、書
写
書
道
教
育
の
指
導
、書
道
史

の
研
究
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、本
県
教
育・文
化
芸
術

の
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

《
保
健
福
祉
部
門
》

　
　
村
　
農
夫
男
　
さ
ん

【
元 

社
団
法
人
川
内
市
医
師
会
会
長
】

　
川
内
市
医
師
会
会
長
と
し
て
、川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院
な
ど
の
開

設
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
て
在
宅

医
療
の
充
実
を
図
る
な
ど
、地
域
医
療
や
社
会
福
祉
の
発
展
向
上
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
。

《
産
業
経
済
部
門
》

　
本
坊
　
松
美
　
さ
ん

【
鹿
児
島
県
酒
造
組
合
会
長
】

　
鹿
児
島
県
を
代
表
す
る
焼
酎
メ
ー
カ
ー
、
薩
摩
酒
造
株
式
会
社
に
従

事
し
、
長
年
に
わ
た
り
焼
酎
製
造
に
精
励
さ
れ
る
一
方
、
鹿
児
島
県
酒

造
組
合
会
長
な
ど
の
要
職
に
あ
っ
て
、
本
県
焼
酎
業
界
の
活
性
化
と
経

済
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

　
花
木
　
常
夫
　
さ
ん

【
元 
鹿
児
島
県
養
鶏
協
会
会
長
】

　
鹿
児
島
県
養
鶏
協
会
会
長
な
ど
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
県
内
の
養

鶏
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
養
鶏
事
業
に
お
い
て
消

費
者
に
安
全
・
安
心
な
商
品
を
届
け
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
尽
力
さ

れ
、
本
県
産
業
経
済
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

《
社
会
活
動
部
門
》

　
峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　
薩
摩
川
内
市
内
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
一
つ
と
し
て
、

平
成
17
年
に
設
立
以
来
、
住
民
自
ら
が
企
画
・
参
加
し
、
地
域
内
に
お

け
る
観
光
公
園
の
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
本
県
が
目
指
す
共
生
・
協
働
に
よ
る
地
域
社

会
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

ま
つ
き
よ 
　
し
ゅ
う
せ
ん

い
ま
む
ら
　
　 

の
　
ぶ
　
お

は
な  

き 

　
　
つ
ね 

お

み
ね
や
ま  

ち  

く

ほ
ん
ぼ
う
　  

ま
つ
よ
し

前列左から､峰山地区コミュニティ協議会の德田さん､本坊さん､松清さん､
伊藤知事､　村さん､花木さん

11月18日(火)
平成26年度県民表彰式

なん しゅん
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